
　   【　平安鎌倉時代の名将　木曽義仲ゆかりの地　】

         【　木曽町日義を紹介します　】

　
　

                 　　　【　候補地の位置と交通アクセス　】

　　　

　　　　笹リンドウの花

木曽町日義の森林づくり

・木曽町は木曽谷の中央部の木曽福島町、日義村、開田村、三岳村が平成１７年に合併
し誕生した新しい町です。
・日義地区は、参勤交代で有名な中山道６7の宿場、「宮ノ越」を中心に南北に流れる木曽
川の東側中央アルプス最高峰木曽駒ヶ岳を山懐とする木曽町の北部に位置し、平安時期
に活躍した武将木曽義仲が幼少時代を過ごした日本の歴史上重要な地域です。
・地元行事で有名なのは、８月に木曽義仲を弔う「義仲旗挙げ祭り」において行われるらっ
ぽしょ祭り・木の字焼き・武者行列・木曽踊りなどの夏祭りで町を揚げて盛大に行われま
す。

道の駅　日義木曽高原ささりんどう館より木曽駒ケ岳を望む

「森林(もり)の里親促進事業」候補地のご案内

木曽町



                　 【 候 補 地 の 概 要 】

　　　　　　 区　　域 … 木曽町日義地区の森林です。
面　　積 … 約　１４０ haです。

林　　況 … ヒノキ・アカマツ・サワラ等の針葉樹が主体の森林で

所　　有 … 原野林野利用農業協同組合の所有です。
目    標 …中京地方の重要な水瓶であり水源涵養機能を重点と

　した山作りを目指します。

　   良く整備された森林　　　　  木曽義仲と巴御前の像　　木曽駒高原内のゴルフ場　　

　            【木曽町日義の観光スポット等】

　　木曽駒森林公園　　　　　　　　　　らっぽしょ祭り　　　　　　　木曽駒高原の紅葉　　　　　　
　　

　

　

・木曽町日義は木曽谷のほぼ中央に位置しており、中京方面からは中央自
動車道中津川インターから国道１９号を北進、木曽福島を過ぎ日義となりま
す、東京方面からは中央自動車道伊那インターから国道３６１号権兵衛トン
ネルを抜け国道１９号に至り同国道地点が日義になります。なお、鉄道はJR
中央西線が木曽谷を縦断しており、木曽福島駅は特急の停車駅です、日義
の停車駅は木曽福島駅の隣塩尻寄りの原野、宮ノ越になります。
・木曽町日義の特色は木曽駒高原などの自然の中でのレクレーション施設
が整備されており、ゴルフ、テニス、マレットゴルフなどのスポーツが楽しめ
又、中央アルプスの登山や高原内でのハイキングも楽しめます。
・木曽駒高原は標高が高いため、高原野菜の栽培が盛んであり、これらの食
材を利用したそば店、レストラン、食品販売店があり観光客の人気を頂いて
おります、特に国道１９号線沿いの道の駅「ささりんどう館」では地元産のキノ
コや山菜を使った料理、この地方独特のスンキ漬や朴葉巻きなどの地元産
の季節の食材を提供しております。

  

笹りんどう紋章
源氏一族の紋
章で木曽義仲
も勿論この紋
章であった。

  


